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　明けましておめでとうご
ざいます。
　日本の経済社会は、格差
と貧困の拡大に歯止めがか
からず、これが社会保障や
財政の持続可能性を脅かす
ことにより社会不安が拡が

り、安倍政権の立憲主義や民主主義否定の強権的
政治が相俟って、社会の分断が深刻化するという
悪循環に陥っているといわざるを得ません。残念
ながら、昨年10月に実施された第48回衆議院選挙
では、野党分裂選挙が与党を利する形で、またも
や与党の 3分の 2以上の議席確保を許してしまう
という結果となり、新しい年も、私たち働く者に
とって厳しい年になることが予想されます。
　連合高知として、持続可能な「働くことを軸と
する安心社会」実現をめざすという大きな目標の
もと、多くの組合員の参加をいただきながら、地

域において志や想いを同じく人々との協働の輪を
広げる形で、多様な運動を展開していきたいと決
意しております。
　2018春季生活闘争においては、引き続き「底上
げ春闘」の旗を高く掲げ、月例賃金の引き上げに
こだわった闘いを進めるとともに、同一労働・同
一賃金の実現など「働き方改革」のあるべき姿を
具現化する労働条件改善を勝ち取らなければなり
ません。政策制度の取り組みにおいては、ディー
セントワーク実現、安心・信頼の社会保障制度の
確立など働く者、生活者の立場に立った政策の実
現を期して闘いつつ、労働力不足への対応や若年
労働者の定着など地域の活性化に向けても奮闘し
ていきたいと考えるところです。
　皆様方のこれまで以上の、連合高知の運動に対
するご支援とご協力をお願い申し上げ、新年のご
あいさつとさせていただきます。
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　連合高知第29回定期大会を11月29日（水）三翆
園にて開催した。冒頭開催にあたり折田会長は、
「第48回衆議院議員選挙について、支援した二人が
当選したことは県内では大きな成果があったとす
る一方で、民進党分裂が与党を利した。友好関係
にある各政党が巨大与党と対決していくための共
闘体制を構築する努力をし、働く者の政治勢力を
大きな塊にしていく役割を果たす。引き続き安倍
政権の進める政策体系に対峙し、『働くことを軸と
する安心社会』の実現に向けて取り組みを進めて
いく」と強調した。

　議案では、第 1号議案　「2018 ～ 2019年度運動
方針（案）」、第 2号議案　2018年度一般・特別会
計予算（案）、第 3号議案　2018春季生活闘争につ
いて（案）、第 4号議案　四国労金庫労働組合高知
県支部の連合高知加盟について（案）、第 5号議案
役員選出について（案）、第 6号議案「表彰」につ
いてそれぞれ承認した。
　最後に、「1000万連合」に向けた組織拡大の加速、
非正規雇用・女性・若者をはじめ多様な仲間の参
画促進、社会の共感と信頼を得て、いまこそ次の
飛躍へ確かな一歩を踏み出そう！と大会宣言を採
択し、「すべての人に、ディーセント・ワークを！」
のチラシを掲げて折田会長の団結ガンバローで終
了した。

【代議員からの意見・要望など】
○山﨑代議員（運輸労連）

　政府は、働き方改革実現会議の実
行計画を踏まえて、時間外労働の上
限について、「年720時間以内」をは
じめとした労働基準法制定以来、初
めての『罰則付きの上限規制』を

定めることとしている。しかし、この中に「自動
車運転の業務」は適用外とされており、他業務へ
の規制開始から 5年経過した後に、「年960時間以
内の上限規制」が適用される見込みとなっている。
これを受けて運輸労連本部は、時間外労働につい
てはすべての労働者に同じ上限規制が適用される
べきであることから、「請願署名」に取り組むこと
を決定し、各構成組織へ署名活動への協力要請を
行なった。高知県においても、当産別から連合高
知に対して同様の協力要請をさせていただいたと
ころ、多数の賛同・署名を頂戴したところである。
あたたかいご支援・ご協力に対して心から感謝申
し上げる。
●執行部
　連合高知の立場からも、ご協力いただいた組織
および関係各位に御礼を申し上げる。「すべての労
働者に同じ上限規制が適用されるべき」とする主
旨を全体で共有しながら、課題解決に向けて共に
汗をかいていきたい。

○山中代議員（自治労）
　第48回衆院選においては、突然の
解散に加えて旧民進党の勢力が分散
された中で、連合高知内でも各産別
で様々な対応を余儀なくされたと感
じている。引き続き、安倍一強政治
からの転換をはかるべく取り組みを強化していく
必要があるが、今後、連合と政党との関係はどの
ようにしていく考えか。立憲民主・希望・無所属
の各勢力がすぐに合流することは難しいと受け止
めているが、連合内で亀裂が生じないように努め
ていただきたい。
○宮口代議員（森林労連）
　安全保障法制をはじめ安倍政権の強権的な政治

【連合高知第29回定期大会】

すべての働く者のための労働運動を力強く展開していく！
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には、野党や連合は反対の立場から
諸行動を展開してきた。森林労連と
しても様々な場面を通じて、反戦・
平和・民主主義を守る取り組みに参
画してきたところである。しかしな

がら、第48回衆院選では、政局が日々激しく動く
中で、政党・候補者それぞれの政策や理念が本当
に我々と合致しているかの評価や見極めができな
いまま選挙戦に突入したと受け止めている。あら
ためて、連合がめざす政治の実現に向けて、政党・
候補者との意志疎通をしっかりと取り組むととも
に、早期に支持していく政党の見極めや方針の確
立に向けての努力が必要と考える。
●執行部
　いずれもご指摘のとおりであり、そのような中
で推薦候補者の必勝に向けて絶大なご支援をいた
だいたことに御礼を申し上げる。今回の選挙では、
限られた時間の中で「旧民進党・民主党時代から
私たち連合と信頼関係を築いてきた候補者の必勝
をめざす」とした方針を掲げて闘った次第である。
今後、連合として連携・支援していく政党・勢力
については、現時点においても政局・動向を見守
る状況が続いており、本部としても明確な考えが
示せていない。いずれにしても、私たち連合がめ
ざす政治は、「緊張感のある二大政党的政治」、「働
く者・生活者の立場に立った政策実現」であり、
当面は連合の政策や理念を積極的に訴えながら、
それに賛同いただける議員・候補者・政党との連
携を深めていく考えである。ただ、2019年には統
一地方選挙・参議院選挙が予定されていることか
ら、限られた時間の中で最大限の努力をしていき
たい。

○池添代議員（自治労）
　武内則男氏の国政復帰を果たすこ
とができ、出身組織の立場からも御
礼を申し上げるとともに以下の 3点
について発言する。
・労働基準監督業務を社労士に一部
委託するという動きがあるが、この現状と連合と
しての考えを伺いたい。
・労働契約法18条の無期転換ルールについて、ま
だまだ知らない方がたくさんいるため、連合の立
場からもっと広報に尽力いただきたい。
・ハラスメント対策について、労使一体となって
取り組む必要があり、連合としても学習会の実施

について検討いただきたい。なお、UAゼンセンで
「悪質なクレーマー対応」の調査や学習会を行って
いると聞いている。そういった有益な取り組みに
ついては、可能な範囲で情報提供いただきたい。
●執行部
　労働基準監督業務については、長時間労働が社
会的問題としてクローズアップされる中、多くの
職場への立ち入りや監督・指導を行う必要がある
ものの、監督員の人数に限りがあることから、一
部業務を社労士が担うという考えと受け止めてい
る。事情は一定理解するものの、適切な監督・指
導ができるかは疑問であり、連合としては反対の
立場を取っているものと認識しているが、詳細に
ついては別途確認したうえであらためて回答した
い。無期転換ルールについては、労働局等でも周
知に努めているが、連合の立場からも、より多く
の方々に対して効果的な発信をしていけるようさ
らに努めていきたい。ハラスメントについては、
連合が取り組んでいる労働相談ダイヤルにも多く
の相談が寄せられており、中でもパワーハラスメ
ントの割合が増加傾向にある。連合高知において
は、学習の場の設定を検討するとともに、経営側
に対しては様々な要請行動などの機会をとらえて
提起・要請していきたい。

○新土居（自治労）
　地方公務員法及び地方自治法の
一部改正法が、不十分ながら 5月
に成立した。2020年 4 月 1 日施行
に向けて、県臨時職員500名にアン
ケートを実施し370名から回答を得
ている。アンケートを参考に、どのような闘いを
していくのかが課題であり、雇用の打ち切りや職
の廃止等が予想される中で、まずは何よりも現職
の雇用を守ることが最優先の闘いとなる。県臨時
職員における賃金水準の改善が、民間パート職員
等の底上げにつながるよう努力していきたい。
●執行部
　非正規雇用労働者の雇用ならびに労働条件改善
は、引き続き重要な取り組みと位置付けている。
関係する構成組織との連携を密にしながら、地方
公務員の臨時・非常勤職員の賃金水準などの改善
をめざすとともに、民間も含めた県下の非正規雇
用労働者の底上げにつながる運動を取り組んでい
く。



執行委員
西川　敦子

（女性委員会）

会計監査
和田　義人
（全国ガス）

会計監査
大石　将史
（全労金）

会計監査
塩谷　直路
（労済労連）

新事務局員
十万　窓佳
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今回退任された役員の方々　お疲れ様でした。

新役員です。よろしくお願いします !

会　長
折田　晃一
（自治労）

会長代行
小野川公作
（情報労連）

副会長
石川　俊二
（自治労）

副会長
斎藤　泰弘

（UAゼンセン）

副会長
川久保可不可

（ＪＰ労組）

副会長
中越　弘

（電力総連）

副会長
森本　明博
（ＪＡＭ）

副会長
井上　浩司
（私鉄総連）

副会長
田鍋　進

（紙パ連合）

副会長
梶原　浩二
（森林労連）

副会長
谷田　憲一
（日教組）

副会長
井上　康子

（女性委員会）

事務局長
池澤　研吉
（電力総連）

副事務局長
市川　稔道
（全水道）

副事務局長
岡林　ゆり
( 私鉄総連 )

執行委員
中平　正幸
（自治労）

執行委員
高橋　玲子
( 自治労・競輪競馬 )

執行委員
百田　篤司

（UAゼンセン）

執行委員
伊藤　健

（ＪＰ労組）

執行委員
堀尾　徹

（自動車総連）

執行委員
武田　浩

（電機連合）

執行委員
井村　光明
（ＪＲ連合）

執行委員
谷山　砂男
（運輸労連）

執行委員
松﨑　忠弘
（印刷労連）

執行委員
山田　文高
（全水道）

執行委員
渡邊　秀幸
（国交総連）

執行委員
山﨑　隆也
（JEC 連合）

執行委員
藤田　慎也

（高知ユニオン）

副会長
下岡　豊

（森林労連）
2009.7 ～ 2017.7

副会長
岡田　浩幸
（日教組）

2012.4 ～ 2017.11

執行委員
尾崎　幹寿
（国公総連）

2014.10 ～ 2017.8

執行委員
窪内　幸生
（JEC連合）

2012.10 ～ 2017.10

執行委員
陰山　忠成

（青年委員会）
2014.3 ～ 2016.11

執行委員
下元　奈美

（女性委員会）
2015.11 ～ 2016.11

会計監査
矢野　泰司

（全自交労連）
2011.11 ～ 2017.10


